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陰窟細胞増殖能の評価は、Wrightらの方法に従い、Crypt Cell productin rate（CC
PR）の測定により行った。すなわち、ビンクリスチンを腹腔内投与後、経時的に屠殺し、空腸
および回腸粘膜から陰寓を分離し、フォイルゲン染色を行い、分裂中期の腸上皮細胞数を算出し
た。時間を横軸、陰窟1個あたりの分裂中期細胞数を縦軸にとり、直線の傾きをCCPRとした。
消化管ホルモンとして、ガストリンおよびェンテログルカゴン（EG）を、RIA法で測定し
た。EG値は、総グルカゴン値と膵グルカゴン値の差であらわした。
〔結　果〕
2週間飼育後の両群間には、摂取エネルギー量および体重増加量には有意差は認められなかっ
た。
マルタ，ゼ比活性は、Segment　4、5、6　の腸管において、P群で有意に高値であった。
シュクラーゼ比活性も、Segment　4、5、6　の腸管において、P群で有意に高値であった。
ALP比活性は、Segment5、6の腸管において、P群で有意に高値であった。
反転腸管によるマルトースの吸収は、P群で有意に元進していた。また、マルトースによるP
Dも、P群で有意に元進していた。
VHおよびCDは、空腸、回腸のいずれにおいても、P群で有意に高値であった。
CCPRは、空腸、回腸のいずれにおいても、P群で有意に高値であった。
血栄ガストリン値は、両群間に有意差は認められなかった。血菜EG値は、P群で有意に高値
であった。
〔考　察〕
ペクチン投与により、回腸におけるマルターゼ、シュクラーゼ比活性は、コントロール群に比
し有意に増加した。二糖類分解酵素は、基質により誘導されることが報告されているが、ペクチ
ンは基質ではない。摂取エネルギー量は両群間に差はなく、二糖類分解酵素活性の上昇は過食に
よるものでもない。P群では絨毛の成熟とともに上昇するALP比活性も、回腸においてコント
ロール群に比し有意に高値であった。また、VHもP群では有意に高値であり、ペクチンによる
刷子縁膜酵素活性の上昇は絨毛の肥大によるものと考えられる。
P群ではマルトースの吸収は元進していたが、これはマルターゼ比活性の上昇と一致する結果
である。
P群ではVH、CDのみならず、CCPR　も高値を示したことから、ペクチンにより小腸粘膜
の過形成が生じたと考えられる。消化管ホルモン、とくにEGは、小腸の発育にとって重要であ
ると考えられている。EGは、陰寓細胞増殖能を反映するCCPRとも相関することが報告され
ている。EGは、P群ではC群に比して有意に高く、小腸粘膜の過形成に関与していると推察さ
れる。
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〔結　論〕
ペクチン投与により、回腸刷子縁膜酵素活性の上昇および小腸粘膜の過形成が認められ、その
機序にEGの関与が考えられた。
学位論文審査の結果の要旨
この研究は、水溶性食物繊維であるペクチンを投与することによる小腸上皮細胞の酵素活性、
吸収能、小腸粘膜の形態変化、さらに細胞増殖への影響を、小腸の部位別に調べたものである。
著者は、4過齢のWistar系ラットに2．5％ペクチン添加成分栄養剤を2週間自由摂取させた
後、小腸の長さ、粘膜の形態、粘膜細胞の産生率、絨毛上皮細胞のmaltase，SuCraSeとal－
kaline phosphatase（ALP）活性、さらにmaltoseの吸収を、無処置のラットと比較検討
した。その結果、両群間で、採取エネルギー量および体重増加量に有意差は認めなかったが、ペ
クチン投与群では、回腸で2糖類分解酵素活性が有意に上昇し、2糖類の吸収が元進しており、
また、ALP活性も上昇していることが示された。一方、ペクチン投与群では、小腸の全長がよ
り長く、空腸と回腸のいずれの部位においても絨毛の高さと陰高の深さが増加していた。この過
形成に対応して、ペクチン投与群では陰寓における細胞生産率が元進していた。消化管ホルモン
のうちenteroglucagonとgastrinがRIA法で定量されたが、ペクチン投与群では血党の
enteroglucagonが有意に高値であった。
以上のように、ペクチンを投与すると小腸の酵素活性が上昇することが示された。2糖類分解
酵素は基質により誘導されることが知られているが、ペクチンは基質ではない。また、無処置の
ラットと摂取エネルギーに差がないので、2糖類分解酵素活性の上昇は過食によるものではない。
ペクチン投与群では小腸に過形成が起こっており、刷子縁膜酵素活性の上昇は絨毛の肥大による
ものである。一方、ペクチン投与群では血中のenteroglucagonが上昇しており、これが絨毛
の過形成の一因と考えられた。
本研究は、食物繊維が動物の小腸に栄養効果（trophic effect）を示すことを明らかにした
もので、消化器病学の領域に貢献するところが大であり、医学博士の学位を授与するに値するも
のと認められる。
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